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意見書

　

糸
満
市
摩ま

文ぶ

仁に

の
平
和
祈
念

公
園
内
に
あ
る
「
平
和
の
礎い

し
じ
」

に
は
、
国
籍
や
軍
人
、
民
間
人

の
区
別
な
く
、
沖
縄
戦
な
ど
で

亡
く
な
ら
れ
た
２
４
１
，
６
８

６
名
の
氏
名
が
刻
銘
さ
れ
て
い

る
。
宮
城
県
出
身
６
３
７
名
の

氏
名
も
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

１
割
に
あ
た
る
60
名
が
現
在
の

栗
原
市
出
身
者
で
あ
る
。
沖
縄

県
民
は
犠
牲
者
の
遺
骨
を
収
集

し
、
慰
霊
の
塔
を
次
々
に
建
立

し
て
戦
没
者
の
霊
を
弔

と
む
ら

っ
て
き

た
。
し
か
し
、
こ
の
一
帯
に
は

未
だ
多
く
の
遺
骨
が
地
中
に

眠
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
３
月
に
施
行
の

戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
法
は
、

遺
骨
収
集
を
国
の
責
務
と
定
め

２
０
２
４
年
ま
で
を
集
中
実
施

期
間
と
位
置
付
け
て
い
る
。
し

　

物
価
高
騰
が
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
中
、
複
数
税
率
に
対
応

し
た
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除

方
式
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
令
和
５
年
10
月

１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
対
象

と
な
る
の
は
、
個
人
事
業
主
や

小
規
模
農
家
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。

　

こ
れ
ま
で
年
間
の
課
税
売
上

高
が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ

れ
ば
消
費
税
の
納
税
は
免
除
さ

れ
て
い
た
が
、
登
録
事
業
者
に

な
れ
ば
売
上
高
に
か
か
わ
ら
ず

納
税
義
務
が
発
生
。
消
費
税
免

税
事
業
者
は
イ
ン
ボ
イ
ス
が
発

　

県
内
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年

齢
を
18
歳
ま
で
に
引
き
上
げ
て

い
る
が
、
宮
城
県
に
お
け
る
子

ど
も
医
療
費
助
成
は
、
就
学
前

ま
で
で
、
市
町
村
に
お
け
る
財

政
的
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る

現
状
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
宮
城
県
は
、
合
計

か
し
、
政
府
は
糸
満
市
な
ど
の

土
砂
を
採
掘
し
、
基
地
建
設
の

埋
め
立
て
に
使
用
す
る
計
画
を

発
表
。
こ
れ
は
戦
没
者
の
尊
厳

を
冒ぼ

う
と
く涜
し
、
人
道
的
に
決
し
て

許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
今
な
お

遺
骨
の
帰
り
を
待
つ
遺
族
の
思

い
を
踏
み
躙に

じ

る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
趣
旨
を
も
っ
て
、
下
記

事
項
を
強
く
要
望
す
る
。

①　

戦
没
者
の
遺
骨
な
ど
を
含

む
土
砂
を
基
地
建
設
の
埋
め
立

て
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

②　

２
０
１
６
年
３
月
に
超
党

派
の
議
員
立
法
で
制
定
し
た

「
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
日
本
政
府

が
主
体
と
な
り
戦
没
者
の
遺
骨

収
集
を
実
施
す
る
こ
と
。

行
で
き
な
い
た
め
、
課
税
業
者

と
の
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
、
廃

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
懸
念
が

あ
る
。

　

財
務
省
は
同
制
度
の
導
入
で

１
６
１
万
人
の
免
税
事
業
者

が
新
た
に
課
税
事
業
者
に
な

り
、
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
な

く
て
も
２
４
８
０
億
円
の
増
収

に
な
る
と
試
算
。
制
度
の
導
入

は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

打
撃
を
受
け
る
地
域
経
済
の
再

生
を
阻
害
し
か
ね
な
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
や
個
人
か
ら
、
制

度
の
廃
止
な
ど
を
求
め
る
声
が

あ
が
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
栗
原
市
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業

存
続
と
再
生
、
ひ
い
て
は
日
本

経
済
振
興
の
た
め
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

提
出
先

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

農
林
水
産
大
臣

　
　
　
　

財
務
大
臣

　
　
　
　

衆
議
院
議
長

　
　
　
　

参
議
院
議
長

特
殊
出
生
率
が
全
国
で
２
番
目

に
低
く
、
３
年
連
続
で
過
去
最

低
を
更
新
し
て
お
り
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
の
最
優
先
課
題
と

し
て
、
県
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
に

引
き
上
げ
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

県
内
自
治
体
で
も
多
く
が
実
施

す
る
所
得
制
限
撤
廃
を
お
こ
な

う
よ
う
求
め
る
。

提
出
先

　
　
　
　

宮
城
県
知
事

提
出
先

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

国
土
交
通
大
臣

環
境
大
臣

防
衛
大
臣

沖
縄
基
地
負
担
軽
減
担
当
大
臣

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

３
件
を
可
決
し
国
・
県
へ

　
12
月
定
例
議
会
で
は
３
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
２
件
を
全
員
賛
成

で
可
決
、
１
件
は
賛
否
が
わ
か
れ
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
と
な
り
（
次
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
）、
関
係
大
臣
な
ど
に
提
出
し
、
実
現
を
要
請
し
ま
し
た
。

�

（
要
約
し
て
掲
載
）

意 見 書戦
没
者
の
遺
骨
を
埋
立
て
に
使
用
し
な
い
よ
う
求
め
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
を
求
め
る

県
の
子
ど
も
医
療
費
助
成

　
　
　
　
　
　
　
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
を
求
め
る
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12
月
定
例
議
会
に
６
件
の
陳

情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
）

農
業
用
揚
水
機
維
持
管
理
補
助

金
制
度
の
継
続
の
要
望
書

　

新
西
神
原
土
地
改
良
事
業
共

　

同
施
行

　
　
　

委
員
長　

佐
藤　

幸
生

　

新
南
沢
土
地
改
良
事
業
共
同

　

施
行
組
合

　
　
　

組
合
長　

加
藤　

正
浩

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
政
府
に

対
す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

宮
城
県
春
闘
共
闘
会
議

　
　

代
表
幹
事　

高
橋　

正
行

令
和
５
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
に
つ
い
て

　

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
法
人

　

会
連
合
会

　
　
　
　

会
長　

菅
原　

裕
典

　

公
益
社
団
法
人
栗
原
法
人
会

　
　
　
　
　

会
長　

上
田　

徹

農
業
委
員
会
へ
の
女
性
委
員
の

登
用
促
進
に
つ
い
て

　

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
農
業

　

会
議

　
　
　
　
　

会
長　

中
村　

功

　

み
や
ぎ
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ス
21

　
　
　
　

会
長　

伊
藤　

惠
子

「
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）

の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　

古
川
民
主
商
工
会

　
　
　
　
　

会
長　

小
松　

泉

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を
含

む
土
砂
を
基
地
建
設
の
埋
立
て

等
に
使
用
し
な
い
よ
う
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

書
　

遺
骨
等
を
含
む
土
砂
投
入
を

　

憂ゆ
う
り
ょ慮
す
る
市
民
の
会

　
　
　
　

代
表　

外
山　

真
理

討論・表彰・陳情

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　

イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求

書
）
は
、
売
り
手
が
買
い
手
に

対
し
て
適
用
税
率
や
消
費
税
額

な
ど
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
、

一
定
の
事
項
を
記
載
し
作
成
さ

れ
る
請
求
書
や
納
品
書
な
ど
の

書
類
を
指
し
ま
す
。

　

売
り
手
で
あ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

発
行
事
業
者
は
、
買
い
手
で
あ

る
取
引
相
手
か
ら
求
め
ら
れ
た

と
き
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

買
い
手
は
仕
入
税
額
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
、
原
則

と
し
て
、
取
引
相
手
で
あ
る
イ

ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
か
ら
交

付
を
受
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保

存
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ひ
と
く
ち
メ
モ

陳
　
情

討
論

　

制
度
が
必
要
な
理
由
は
①
取

引
で
の
消
費
税
額
を
正
確
に
把

握
②
正
確
な
税
率
を
確
認
③
不

正
や
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。

益
税
や
納
税
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
も
、
制
度
導
入
は
や
む
を

得
な
い
。
影
響
を
受
け
る
事
業

者
の
思
い
も
十
分
承
知
し
て
い

る
が
、
10
年
間
の
経
過
措
置
後

の
正
式
導
入
と
な
っ
て
い
る
。

　

課
税
事
業
者
と
な
れ
ば
、
新

た
に
消
費
税
を
納
入
す
る
こ
と

と
な
る
。
価
格
に
消
費
税
を
転

嫁
で
き
ず
に
あ
る
現
状
の
中
で

資
金
繰
り
が
さ
ら
に
厳
し
く
な

る
。
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業

が
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
価

格
増
加
、
給
料
減
少
、
雇
用
減

少
な
ど
壊
滅
的
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
か
ら
廃
止
に
賛
成
。

三
浦
　
善
浩 
議
員

髙
橋
　
　
将 

議
員

反
対

賛
成

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書

表　彰

高
たか

橋
はし

　 渉
わたる

 議員
　令和４年宮城県文化の日表彰にお
いて、多年にわたる議員活動を通じ
て、地方自治の確立と住民福祉の向
上に尽力された功績により、宮城県
知事から表彰されました。

　

く
り
は
ら
市
議
会
だ
よ
り

第
75
号
（
令
和
４
年
11
月
16

日
発
行
）
の
５
ペ
ー
ジ
決
算

審
査
の
記
事
に
お
い
て
、
担

当
課
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

正　

健
康
推
進
課

誤　

社
会
福
祉
課

「
第
75
号
」
の

　

お
詫
び
と
訂
正

　　　　　　　　議員氏名

件　　名　　　　　　　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果
鹿
野
　
芳
幸

澤
邉
　
幸
浩

佐
藤
　
久
義

佐
々
木
嘉
郎

佐
藤
　
　
勇

三
塚
　
　
東

髙
橋
　
義
雄

小
野
　
久
一

菊
地
　
広
志

濁
沼
　
一
孝

相
馬
　
勝
義

阿
部
　
貞
光

髙
橋
　
　
将

佐
藤
　
　
悟

佐
藤
　
文
男

高
橋
　
　
渉

石
川
　
正
運

五
十
嵐
　
勇

菅
原
　
麻
紀

三
浦
　
善
浩

尾
形
　
勝
通

菅
原
　
勇
喜

高
橋
　
勝
男

佐
藤
　
千
昭

発委第３号 可決 賛 賛 賛 賛 欠 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 －

賛否一覧表　（インボイス制度の廃止を求める意見書について）

※「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒反対した議員、「欠」⇒欠席、「－」⇒議長のため表決に加わらない
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市
議
会
だ
よ
り 祭

り
は
そ
の
地
域
の

　
　
　
　

バ
ロ
メ
ー
タ
ー

こ
こ
若
柳
で

千
ち

葉
ば

　廣
こう

平
へい

さん
（築館）

栗
くり

原
はら

　真
ま

弓
ゆみ

さん
（若柳）

　

12
月
定
例
議
会
も
終
わ
り
、

今
年
は
卯
年
で
す
。
卯
年
は
、

「
飛
躍
す
る
」
年
や
時
代
の
区

切
り
、「
契
機
に
な
る
」
年
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
広
報
編
集
調

査
特
別
委
員
会
と
し
て
、
昨
年

の
10
月
に
先
進
事
例
調
査
を
行

っ
て
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ん

だ
良
い
面
を
、
今
後
の
「
く
り

は
ら
市
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

に
取
り
入
れ
て
活
か
せ
る
「
契

機
に
な
る
」
年
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
、
と
て
も
長
か

っ
た
“
コ
ロ
ナ
禍
”
の
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
て
、
市
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
「
飛
躍
す
る
」
年

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

三　

浦　

善　

浩

発
行
責
任
者

議　
　

長　

佐　

藤　

千　

昭

広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

三　

塚　
　
　

東

副
委
員
長　

菅　

原　

麻　

紀

委　
　

員　

鹿　

野　

芳　

幸

委　
　

員　

澤　

邉　

幸　

浩

委　
　

員　

小　

野　

久　

一

委　
　

員　

菊　

地　

広　

志

委　
　

員　

佐　

藤　
　
　

悟

委　
　

員　

三　

浦　

善　

浩

委　
　

員　

菅　

原　

勇　

喜

　

こ
こ
若
柳
は
、
栗
駒
山
を
望
む
空
が
と
に
か
く

広
い
の
で
す
。
大
袋
の
牛ご
ん
ぼ蒡

の
田
ん
ぼ
か
ら
の
夕

陽
や
満
天
の
星
空
は
感
動
も
の
で
す
。
そ
し
て
四

季
お
り
お
り
の
伊
豆
沼
や
迫
川
の
姿
、
く
り
で
ん

な
ど
な
ど
、
皆
に
自
慢
し
た
い
大
好
き
な
こ
の
町

を
誇
り
に
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
共
存
時
代
、
地
元
言
葉
を
使
い
続
け
、

消
え
て
ゆ
く
『
わ
ら
べ
唄
』
や
『
手
遊
び
唄
』
を

合
唱
と
し
て
次
世
代
に
大
切
に
継
い
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
を
詰
め
込

ん
だ
『
コ
ー
ラ
ス
わ
か
や
な
ぎ
40
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
』
を
、
６
月
４
日
ド
リ
ー
ム
パ
ル
で
開
催

準
備
中
で
す
!!
コ
ロ
ナ
禍
も
地
道
に
活
動
を
続
け

て
き
た
会
員
の
皆
さ
ん
の
輝
く
ス
テ
ー
ジ
を
、
ぜ

ひ
会
場
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
♪

　

私
も
音
楽
を
は
し
ら
に
燃
え
続
け
ま
す
。

　

私
は
住
み
や
す
い
地
域
に
は
必
ず
い
い
お
祭
り

が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
が
暮
ら
す
築
館
西

町
地
区
に
も
長
崎
で
有
名
な
「
蛇じ
ゃ
踊お
ど
り
」
を
独
自

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
西
町
龍り
ゅ
う
じ
ん神
踊お
ど
り
」
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、３
年
ぶ
り
に「
つ

き
だ
て
薬
師
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

地
区
で
も
規
模
を
縮
小
し
て
な
ん
と
か
参
加
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。『
ま
た
来
年
も
必
ず
参
加
す
る

か
ら
ネ
』
の
声
を
聞
く
と
、
そ
れ
ま
で
の
苦
労
が

報
わ
れ
る
思
い
で
し
た
。
特
に
今
回
主
催
し
て
い

た
だ
い
た
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
状

況
で
の
運
営
で
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
地
域
振
興
の
た
め
に
は
そ
の
地

域
文
化
と
し
て
の
「
お
祭
り
」
の
継
続
が
絶
対
に

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
「
お
祭
り
」

の
在
り
方
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。


